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  要  旨 
  
  近年グラフェンを中心に二次元構造体の研究が盛んに行われている。グラフェンとは炭素原



















である。一部の端がジグザグの Si ナノリボンは金属的な性質を見せるものが存在した。SiC ナ
ノリボンは半導体の性質を有している。ナノリボン構造においてはエネルギーギャップはリボン
の幅や端の構造に依存する。原子配置の幾何学的変化によってエネルギーギャップは変化し、水
素終端における原子の付加によっても変化することが明らかになった。 
 
